　その２

特定生活関連施設新築等協議書

年　　月　　日　

　徳島県知事　殿

住　　所　　　　　　　　　　　　　　　

氏　　名　　　　　　　　　　　　　  　

法人にあっては，主たる事務所の所　　

在地及び名称並びに代表者の氏名　　　

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　

　徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例第２２条第１項の規定により，特

　定生活関連施設の新築等（施設の用途の変更）の計画について協議します。

	特定生活関連施設の所在地
	

	特定生活関連施設の名称
	

	主要な用途
	

	構造及び階数
	　　　　　造　地上　　　　　階，地下　　　　　階

	工事種別
	□　新築　□　増築　□　改築　□　その他（　　　　　　　　　）

	延べ面積

	用途（　　　　　　　　　　　）
	㎡

	
	用途（　　　　　　　　　　　）
	㎡

	
	用途（　　　　　　　　　　　）
	㎡

	
	用途（　　　　　　　　　　　）
	㎡

	
	その他
	㎡

	
	合計
	㎡

	特定生活関連施設の整備状況
	別紙のとおり

	工事着手予定年月日
	　　　　年　　　　月　　　　日

	工事完了予定年月日
	　　　　年　　　　月　　　　日

	設計者
	氏名及び電話番号
	（電話番号　　　　　　　　）

	
	事務所の所在地
	

	
	事務所の名称
	

	施工者
	氏名及び電話番号
	（電話番号　　　　　　　　）

	
	事務所の所在地
	

	
	事務所の名称
	


	※受理番号
	第　　　　　　　　号
	※受理年月日
	　　　年　　　月　　　日


備考

１　この様式は，小規模建築物について，徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例第２２条第１項の規定による協議をする場合に使用すること。

２　※印の欄には，記入しないこと。

別紙

特定生活関連施設の整備状況

　１　出入口

	整備基準
	整備状況

	地上出入口のうち，整備基準に適合する１以上の出入口


	有効幅員（８０㎝以上）
	㎝

	
	車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式
	　適・否　

形式（　　　　　　）

	
	車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置
	　適・否　


	駐車場出入口のうち，整備基準に適合する１以上の出入口


	有効幅員（８０㎝以上）
	㎝

	
	車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式
	　適・否　

形式（　　　　　　）

	
	車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置
	　適・否　


	室出入口のうち，整備基準に適合する１以上の出入口


	有効幅員（８０㎝以上）
	㎝

	
	車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式
	　適・否　

形式（　　　　　　）

	
	車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置
	　適・否　



　２　廊下等

	整備基準
	整備状況

	滑りにくい材料による仕上げ
	　適・否　

	整備基準に適合する各地上出入口及び各駐車場出入口から整備基準に適合する各室出入口に至る１以上の経路の廊下等
	有効幅員（１２０㎝以上）


	㎝

	
	高低差がある場合における傾斜路の設置及びそのeq \o\ad(\s\up8(こう),勾)配（１／１２以下，高低差が１６㎝以下の場合は１／８以下）
	　適・否　

eq \o\ad(\s\up8(こう),勾)配



　３　階段

	整備基準
	整備状況

	主たる階段の回り階段の不設置
	　適・否　

	滑りにくい材料による仕上げ
	　適・否　

	踏面とけこみ及び段鼻との識別のしやすさ
	　適・否　

	つまずきにくい構造
	　適・否　

	手すりの設置
	　適・否　


　４　便所

	　
	整備基準
	整備状況

	
	便所の数
	箇所

	
	便所の出入口


	有効幅員（８０㎝以上）
	㎝

	
	
	車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式
	　適・否　

形式（　　　　　　）

	
	
	車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置
	　適・否　


	
	一以上の便房


	出入口


	有効幅員（８０㎝以上）
	㎝

	
	
	
	車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式
	　適・否　

形式（　　　　　　）

	
	
	
	車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置
	　適・否　


	
	
	腰掛便座，手すり等の適切な配置


	　適・否　

設置設備（　　　　）

	
	
	十分な床面積の確保


	　適・否　

長辺　　　　　㎝×　

　　短辺　　　　　㎝

	
	操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置
	　適・否　


　５　敷地内の通路

	整備基準
	整備状況

	滑りにくい材料による仕上げ
	　適・否　

	段を設ける場合における当該段の整備状況


	手すりの設置（両側）
	　適・否　

	
	主たる段の回り段の不設置
	　適・否　

	
	滑りにくい材料による仕上げ
	　適・否　

	
	踏面とけこみ及び段鼻との識別のしやすさ
	　適・否　

	
	つまずきにくい構造
	　適・否　

	
	点状ブロック等の敷設（教習所，遊技場，自動車車庫，共同住宅等及び社寺等以外の施設の場合に記入すること。）
	　適・否　



	整備基準に適合する各地上出入口から道等に至る１以上の敷地内の通路


	有効幅員（１２０㎝以上，段併設の場合は９０㎝以上）
	㎝

	
	高低差がある場合における傾斜路又は車いす使用者用特殊構造昇降機の設置
	□傾斜路

□車いす使用者用特殊構造昇降機

	
	つえ，車いすのキャスター等が落ち込まない溝ぶたの設置
	　適・否　


	傾斜路及びその踊場


	有効幅員（１２０㎝以上，段併設の場合は９０㎝以上）
	㎝

	
	手すりの設置
	　適・否　

	
	eq \o\ad(\s\up8(こう),勾)配（１／１２以下，高低差が１６㎝以下の場合は１／８以下）
	eq \o\ad(\s\up8(こう),勾)配


	
	踊場の設置（高低差が７５㎝を超える場合にあっては，７５㎝以内ごとに踏幅１５０㎝以上のもの）
	　適・否　

　　踏幅　　

（　　　　　㎝）

	
	滑りにくい材料による仕上げ
	　適・否　

	
	立ち上がりの設置（高低差が１０㎝を超える場合にあっては，高さ１０㎝以上）
	　適・否　


	
	傾斜路とその踊場及び敷地内の通路との識別のしやすさ
	　適・否　



　６　利用する者の意見を聴くための措置（設計段階の取組実績又は工事施工中若しくは完成後の取組予

　　定を記載すること。）

	


